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　Henry　Jamesのthe　International　Novelといわれるものは，この作家固
有のジャンルとみなされる傾きがあるが，必ずしもそうではない。「国
際小説」にはそれなりの歴史があり，ジェイムズや同時代のWilliam
Dean　Howells，そしてEdith　Whartonらにいたって開花期を迎えたもの
であることはすでに指摘されているω。それ以前のこの種の小説は，例
えばJames　Fenimore　Cooperの7］te　Bravo（1831）にみるように，18世
紀のヴェニスを舞台とする歴史ロマンスでありながら，19世紀のアメ
リカ社会に潜む危険な側面に対する警鐘として意図された社会評論の性
格を内包するものや，Nathaniel　Parker　WillisのPaul　Fane（1857）のよ
うに，ヨーロッパの世襲貴族の社会を相手に個人の能力を唯一の武器と
して立ち向かうアメリカ人という伝統的な構図に依拠したものがほとん
どであった。それらは一様に，客体としてのヨーロッパに対する強烈な
意識が先行し，主体であるアメリカを凝視する姿勢に乏しいものであっ
たと言える。個人としてのアメリカ人を凝視することに優先して国と国
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との関係が第一の関心事であったからである。価値体系の異なる世界と
の接触を通じて一個の性格が変貌・成長していく過程で直面する劇的緊
張や精神の葛藤が国際小説の特質の一つとして欠くことのできないもの
となるのは19世紀後半に至ってジェイムズやハウエルズの作品にアメ
リカ娘が登場するようになってからのことである。この質的変化は，ち
ょうどこの頃，ヨーロッパ旅行を楽しむアメリカ娘の姿がもはや珍しい
光景ではなくなったという社会的状況の変化によってもたらされたもの
であった②。
　1860年代から70年代にかけて渡欧の機会を得たジェイムズとハウエ
ルズにとって，ヨーロッパ旅行を楽しむ若い同国人の女性は，他人の旅
行記や土産話から得られる間接的情報ではなく，直接，肉眼で捉えるこ
とのできる生きた素材であった。彼女らの持前の天真燗漫さは，ともす
れば社会慣習上，妥当性に欠けるとみなされる行為となって周囲に摩擦
を生むことが多かった（3）。創作活動を開始したばかりの若い作家が，こ
の現象を取り上げることは極く自然の成行きであった。
　ハウエルズが“the　inventor．．．　of　the　international　American　girl”（4｝と
呼ぶジェイムズに，「国際小説」を書いているという明確な認識が最初
からあったとは言い難い。1870年代に発表した国際状況のもとでドラ
マが展開する三つの短編一“APassionate　Pilgrim”（1871），“The
Madonna　of　the　Future”（1873），そして“Madame　de　Mauves”（1874）
ですら，「まだ完全にはその姿が見えていなかった国際小説の番犬ケル
ベロスの御機嫌をとるために勘に頼って投げ与えた餌」（5）であったと自
ら認めざるを得ないものであった。
　ジェイムズにとって一つの転機とでも言うべき体験は，1869年から
70年にかけての一年余りにわたるヨーロッパへの初めての一人旅であ
った。文壇へのデビューを果たした1864年から出発までの間に書かれ
た14の作品中，最初の“A　Tragedy　of　Error”（1864）と“Gabrielle　de
Bergerac”（1869）を除いたすべての作品の舞台はアメリカである。南
北戦争を背景とするものもあり，アメリカ的雰囲気の極めて濃い作品で
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ある。ヨーロッパを扱う作品の世界はロマンティックである。夫殺しの
計画が未遂に終る，フランスの港町を舞台にした“ATragedy　of　Error”
や，フランスの貴族de　Bergerac家の悲恋物語はそのよい例である。ま
た，ホーソーンの世界を彷彿とさせる幽霊物語“The　Romance　of
Certain　Old　Clothes”（1868）もあり，その試みは多岐にわたっている。
ヨーロッパから帰国したジェイムズは直ちに“Travelling　Companions”
（1870）を書き上げた。ジェイムズのアメリカ娘の原型とも言える
Charlotte　Evansが登場する作品である。引き続いてスイスからイタリ
アへの旅に題材をとった“At　Isella”（1871）を発表する。こうして次第
にアメリカの風景を離れてヨーロッパにおけるアメリカ人へとジェイム
ズの関心は移っていくことになる。
　一方，1861年にヴェニス駐在のアメリカ領事の職に就き，65年に帰
国したハウエルズは，ボストンでジャーナリストとして，また小説家と
して執筆活動を継続することになった。イタリアおよびボストン近郊の
風物のスケッチをまとめたVenetian　Life（1866），　Italian　Journeys
（1867），そしてSuburban　Sleetches（1871）を出版したのちに，小説の
最初の試みであるTheir　Wedding／ourn　ey（1871）とAChance
Acquaintance（1873）を発表した。アメリカ東部からカナダを旅するア
メリカ人を描くこれら二つの作品は，純然たる小説というよりはむしろ
物語性を加味した旅行記とみる方がふさわしい。前者において僅かに姿
を見せるKitty　Ellisonは，後者においてはヒロインとして登場し，ハウ
エルズの描くアメリカ娘の原型となる。
　このように二人の作家がアメリカ娘を描き始めた時期はほぼ重なり会
っている。ハウエルズは引き続き，イタリアを舞台にアメリカ娘の登場
するA、Foregone　Conclusion（1875），17ie　Lady　of　the、Aroostook（1879），
A　Feαifal　ResPonsibility（1881）を発表するが，80年代には国際状況を
離れてアメリカの同時代の風景に関心を向けるようになる。70年代は
じめのジェイムズはアメリカの若き芸術家像を手懸けたのち，1878年
に集中してアメリカ娘を描き始めている。The　EuroPeansのGertrude
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Wentworth，“Daisy　Miller”の同名のヒロイン，および“An
International　Episode”のBessie　Aldenである。そして彼女らはジェイ
ムズ初期の集大成である77te、Portrait　of　a　Lady（1881）のIsabel　Archer
へと向う高いうねりを起こすのである。両作家によるアメリカ娘創造へ
の道程を辿っていくと，そこには相互に影響を与え合ったと考えられる
状況がみてとれる。彼らが知り合った時期は1866年の夏で，その年の
暮れには親しい間柄となっていた。772e、Atlantic　Monthlyの副主幹に就
任したばかりのハウエルズは，若いジェイムズの才能をいちはやく認め
て，その作品を同誌に連載する労を惜しまなかった。また二人は互いの
作品の書評も数多く執筆した。このことからみても，彼らが同世代の若
い作家同士として，また雑誌編集者と若い作家という立場で互いの作品
に深くかかわっていたことは疑う余地がない。個々の作品の影響関係に
ついては既に早くから指摘されているものもある。この小論では，両者
の初期の国際テーマの展開における相互の影響関係がいかなる形で存在
するかを確認することにしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　1
　“Travelling　Companions”は1869年2月末から1870年5月までのジェ
イムズのヨーロッパ巡遊旅行の成果の一つである。アメリカ人旅行者シ
ャーロット・エヴァンズとBrooke青年の歓喜溢れるイタリア巡遊と二
人の愛の結実を描く，旅行記の色彩の濃い作品である。先にも述べたよ
うに，この作品は国際状況の中のアメリカ娘が始めて登場するにも拘ら
ず，1870年11月から12月まで『アトランティック・マンスリー』に連
載された後は，作者の生前に再刊されることはなく，また批評家によっ
て言及されることも顧みられることもほとんどなかったのである。その
ような中で1958年にOlov　W．　Fryckstedtが，ハウエルズに与えたこの作
品の影響の可能性を指摘したことは注目に値する。「たとえあったとし
ても“Travelling　Companions”がハウエルズにいかなる影響を与えたか
を述べることは難しい」と述べた上で彼は次のように推測する。
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Possibly　James’s　travel　sketch　with　its　slight　plot　influenced　or
encouraged　him　to　write　A　Chance　Acquainta．nce　which　bears
strong　resemblances　to　James’s　story．．．＿＿＿＿．＿＿．．．
“Travelling　Companions”may　also　have　directed　Howells’interest
to　the　American　girl　as　a　suitable　subject　for　fiction．〔6｝
この指摘は両者の影響関係の可能性を次の二つの点にみている。一つは，
同じ時期のハウエルズの作品がプロットらしきものがほとんどない旅行
記である点で“Travelling　Companions”と極めて類似していること，二
つ目は，ハウエルズがジェイムズの作品によって小説にふさわしい題材
としてのアメリカ娘の存在に気づいたのではないか，ということであ
る。
　ハウエルズが旅行記の体裁をとる物語の執筆をジェイムズの作品から
思いついたのかどうかという点を，執筆当時の状況と，周囲の人びとに
宛てた書簡一ブリクステットの指摘以後に刊行されたもの一によって吟
味することとしたい。ハウエルズは好評を博した二冊のイタリア旅行記
に続いて，当時，住居のあったボストン郊外ケンブリッジのスケッチ集
Suburban　Sleetches（1871）を出版した。その中で最も早い時期の“Mrs，
Johnson”は『アトランティック・マンスリー』の1868年1月号に掲載
され，以後，不定期に1871年はじめまで書き継がれていく。これらは
単に郊外の自然の風景を描くだけではなく，’日常生活の場における市井
の人びとの姿を描き出し，そこに何らかの物語を読み取っている。そし
てこの物語性の度合は時を追うごとに高くなっていくのである〔7｝。この
ことから，ジェイムズが“Travelling　Companions”を完成した1870年7
月の時点で，ハウエルズは旅行記（スケッチ）と物語の要素を併せもつ
形式を既に実践していたことになる。中でも‘fA　Pedestrian　Tour”
（1869年11月）や“By　Horse－Car　to　Boston”（1870年1月）は，散策や
乗合馬車による移動の途中で目に映る風景や収集されたエピソードを綴
一109一
シャーロット・エヴァンズとキティ・エリスン（武田）
り合わせる形をとっている。この形式はTheir　Wedding／o漉駕yとA
Chance、Acquain　tanceにおいて完成される。
　ハウエルズの小説の初の試みである71heir〃Wedding　loumeyは1871年6
月から12月まで『アトランティック・マンスリー』に連載された。こ
の作品は70年夏の夫人との旅行から素材を得たものである。ニューヨ
ークからナイアガラを経てカナダのケベックを旅するボストンのBasil
March夫妻を追う旅行記に近いこの作品はおおむね好評であった。連載
が続いている10月22日付の，友人James　M．　Comly宛書簡の中でハウ
エルズは，次に書くべき作品（AChance　Acquaintance）に言及して以
下のように記している。
＿Iam　casting　about　for　the　frame－work　of　some　new　seriaL
There’s　nothing　like　having　raihroads　and　steamboats　transact　your
plot　for　you，　but　l　can’t　wnte　two　W．／s［italics　mine】．〔8｝
たとえ好評であってもWedding／burneyの形式を再度試みることはでき
ないので，新しい作品の枠組を探し求めている，と述べているのである。
しかし旅の形式がプロットの進行には便利であることが明言されてい
る。
　Comly宛の書簡に続いて，この問題に対する解決策を見出したことを
伝える書簡が二通，Seletted　Letters第一巻に収録されている。1871年12
月3日付の父William　Cooper　Howells宛のものには“1’ve　just　begun　a
new　story，　of　which　Miss　Ellison　is　the　heroine．　I　think　the　idea　of　it　is
good．＿”（9｝と記されている。二通目は『アトランティック』への寄稿
者Hjalmar　H．　Boyesenに宛てた1872年3月19日付の書簡で，この中に
は　“1　am　writing　a　story－a　real　story，　this　t㎞e，　with　a　plot＿”°°）という
言葉が見出せる。「プロットのはっきりした本当の物語」とは旅行記で
はないものという意味である。しかし完成した作品のプロットは旅に沿
って展開している。彼自身の言葉にあるように，この枠組はプロットの
処理には極めて都合がよいのである。それにも拘わらず，本格的な小説
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に取り組み始めた彼には骨の折れる仕事であったようである。（11）
　こうした状況を綜合して判断すると，第一の可能性については，
“Travelling　Companions”が発表された時点でハウエルズは既にこの形
式を試みていたことが確認されたので，直接の影響があったとは言い切
れない。むしろジェイムズの作品に先立つ彼自身の旅行記が進展した形
としてAChance　Acq”aintαnceは生まれたと言うべきであろう。第二の
可能性については第一の可能性を吟味する過程で答えは出たと言える。
既にみたようにA　Chance、Acquaintanceは中心人物として若いアメリカ
の女性キティ・エリスンを設定することにより，結果はさておき，本格
的な物語とすることを作者は意図した。η面7晩44勿g／burneyにもキテ
ィは登場するが，それはマーチ夫妻が出会う人びとの中の一人一マーチ
夫人には強い印象を与えるとはいえ一としての存在に過ぎなかった。キ
ティを新しい作品のヒロインにという着想が生まれた経緯は明確ではな
いが，前作で描かれた西部出身のキティの中に，ボストン出身のマーチ
夫人に新鮮な驚きを与えるものが潜んでいることが性格としての発展の
可能性を示していると作者は感じとったのかもしれない。あるいはまた
『書簡選集」第一巻の註記にある，妹Annieのナイアガラからケベック
までの旅から着想されたものとも考えられる（’2｝。いずれにしても，キテ
ィにヒロインとしての可能性を見出したのは，前の年の“Travelling
Companions”のシャーロットの存在が彼の脳裡に刻みつけられていた
との推測は可能である（13｝。
　　　　　　　　　　　　　　　ll
　アメリカ娘の創造にかかわる二人の作家の問の影響関係を考察するに
はシャーロットの肖像を明らかにすることが必要である。シャーロット
はミラノで知り合ったブルック青年と周辺の土地を巡りながら語り合う
うちに，思いがけない事態に直面して一旦，別れるが最後に結ばれる。
青年の回想により進められるこの作品中に，イタリア絵画への熱烈な憧
れやリアリズムへの傾斜等，ジェイムズののちの作品が備える特徴を早
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くも認めることは容易であるが，同時に彼の国際状況の作品とは異なる
点も指摘できるのである。第一に，語り手ブルックはドイツの大学で勉
学中という設定である。ジェイムズの作品の語り手の例にもれず，ブル
ックには作者自身の姿が投影されている。しかしドイッはヨーロッパ諸
国の中で，この作家が好感を抱くことができなかった国として知られて
いる。ドイツ在住のアメリカ人が彼の作品に登場することは極めて稀で
あるc14）。第二点はアメリカ娘シャーロットは，ヨーロッパ在住のブルッ
クを困惑させる存在としてではなく，むしろ極めて好ましい存在として
描かれていることである。第三点は，ジェイムズの作品には珍しく，青
年が躊躇せずにシャーロットに求婚し，仕合わせな結末を迎えるプロッ
トである。これらの点を順を追って検討していくことにする。
　ドイッに滞在中，「イタリア巡礼を夢みてきた」〔’5｝ブルックは，「南国
の温和な，それでいて放縦な匂いを感じさせない」〔16｝ミラノを存分に味
わっている。“My　perception　seemed　for　the　first　time　to　live　a　sturdy
creative　life　of　its　own．”（17）と述べられているように，北の堅苦しい大学
町からの解放が彼の知覚力に本来の機能を発揮させることになる。南国
の8月の光を浴びたシャーロットの素直で自在な振舞が彼の心を強く捉
えて離さない。
1　already　felt　that　in　the　young　girl　beside　me　there　was　a　different
quality　of　womanhood　from　any　that　I　had　recently　known；a
keenness，　a　maturity，　a　conscience，　which　deeply　stirred　my
CuriOSity．〔18）
彼はシャーロットの「鋭敏な感覚，分別，善悪の観念」をヨーロッパの
女性の特質とは異なる，アメリカの女性の美徳として高く評価する。こ
の三つの知的・道徳的美徳を備えたシャーロットは，当時のヨーロッパ
で兎角人びとの批判にさらされた自由奔放なアメリカ娘とは異なる存在
であることをうかがわせる。このことに関しては，Winterbourneがデ
イジィ・ミラーをどのように理解すべきか迷う姿と比較してみると，ブ
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ルックのシャーロット評価の揺ぎなさがより明確になる。アメリカ生ま
れのウインターボーンは幼い頃からカルヴィニズムの都ジュネーヴで教
育を受けたために，アメリカの尺度でものを見ることが難しくなってい
る。彼はレマン湖を隔ててジュネーヴと遠く向い合う，アメリカ人旅行
者で賑わうVeveyでデイジィと知り合う。彼女に強い興味を覚えながら
も彼は天真燗漫で臆するところのないこのアメリカ娘をどのように判断
したものか途方に暮れる。半ば厳格なカルヴィニズムと，半ば母国アメ
リカとの複合の視点の持主ウインターボーンは，デイジィの真の姿を見
抜くことができずに終る。こうみてくると，ブルックがドイツに滞在し
ているという設定は，南国の陽光を渇望する北の視点の必然性を高め，
その背景の中でアメリカ娘シャーロットの美点を浮き彫りにするための
方策であったと考えられる。
　ヨーロッパ社会においては，アメリカ娘固有の長所も習慣の相違から
非難されることが国際小説のドラマを生む。“Travelling　Companions”
のシャーロットは，周囲の反対を押し切って自分の流儀を通す無謀な振
舞をみせることはない。ここで思い起こされるのは，ジェイムズがヨー
ロッパを旅行する同国人を評して，“vulger”の一語に尽きる，と母宛
てに書き送っていることである。彼らから受ける印象は“absolute　lack
of　culture”（19）であった。周囲の状況を考慮せずに自分の流儀を頑なに押
し通すことは，ジェイムズに言わせれば，まさに“vulgar”以外のなに
ものでもない。エヴァンズ氏の同行が得られず二人でパデュアへ出かけ
た帰途，予定の列車に乗り遅れ，一泊することを余儀なくされる。帰着
した二人をホテルの従業員さえも非難の視線で迎える。この苦境はいわ
ば偶然生じた事態の結果であり，プロットの転換点としての機能を果し
ている。パデュアに留まらざるをえなくなったブルックを救ったのはシ
ャーロットの「威厳」ある態度であった⑳。アメリカ娘全般にみられる未
熟さ故の過ちや粗野な振舞とは無縁のシャーロットは，はじめてブルッ
クの前に現れた時の装いからもそれと知れる。彼女は「白いピケのドレ
スに黒いレースのショールをまとい，紫の鳥の羽を飾った帽子をかぶっ
一113一
シャーロット・エヴァンズとキティ・エリスン（武田）
て」c21｝いる。デイジィがウインターボーンの前にはじめて姿を見せた折
の服装は，「衿元と裾に髪飾りのある，淡い色合いのリボン飾りを散ら
した白いモスリンのドレス」｛n）であった。清純なデイジィの可憐さを視
覚化した装いである。それに対してシャーロットは同様に清純無垢を表
わす白い衣裳を身に着けているが，22才という年令に比して黒いショ
ールと帽子の紫の羽根飾りは落着きと威厳を暗示するものである。それ
は遠出の際に彼女が手にする「ヴァイオレット色の裏張りの白い小型の
パラソル」〔23〕にもあてはまる。またブルックに劣らずイタリアの旅に憧
れ，準備を重ねてきた彼女がここでみせる動作，視線そして声は知的喜
びに溢れている。シヨン城でウインターボーンに対する屈託した思いか
ら，彼の説明に上の空でいるデイジィとは対照的である。さらにシャー
ロットは極めて理性的であり，想像力の産物を斥けて事実に忠実であろ
うとする。ブルックはパデュアの件に責任を感じて求婚する。彼女は償
いのための結婚は受け容れられないこと，一年後に気持が変っていなけ
ればその時には再考してもよいと伝える。そしてブルックに対して，過
剰な想像力に屈して自分の気持を偽らないように，と諭すのである。こ
の冷静で現実主義的な側面は，ジェイムズの描くアメリカ娘の中にあっ
て群を抜いている。
　これらのことを考え合わせると，シャーロットはジェイムズのアメリ
カ娘の先陣をきる人物と考えるよりむしろ，当時のジェイムズにとって，
とりわけ重要な意味を持つ存在として作品化された人物の姿ではなかっ
たか，と推測されるのである。よく知られていることであるが，1870
年3月26日，彼は英国で従妹Minny　Templeの死を告げる母の手紙を受
け取る。彼が高く評価していた“moral　spontaneity”c24）を備えたミニー
もまた，シャーロットと同じようにイタリア旅行を夢みて，書物を通し
て知識を蓄えていたが，肺結核の悪化のため，1869年から70年にかけ
ての冬をローマで過ごす計画も結局実現しなかった。彼はミニーの到着
に合わせてローマへ向う心算であった。ブルックがシャーロットと出会
うことを期待しながらヴェニスやローマへ向う場面が設けられているこ
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とは，当時のジェイムズのミニーに対する心情を映したものであろう。
シャーロットがミニーの特質を体現する人物であったと考えれば，〔25｝
別して優れた特質を与えられていることは不思議なことではない。ブル
ックはその年の秋，ローマの聖ペテロ大寺院で父親を失ったばかりのシ
ャーロットと再会する。そこで彼女は自分の気持に従って青年の愛を受
け容れる。“To　many，　somehow，　meant　to　abjure　all　this［the　raptUre　of
motion　and　ffeedom］，and　in　the　prime　of　youth　and　manhood　to　sink　into
obscurity　and　care．”　C26｝という結婚観の持主であるブルックであるなら
ば，ミニーの死を“the　end　of　our　youth”〔27）と感じたジェイムズにとっ
て，ブルックがシャーロットと結ばれることは極めて自然な結末t28｝で
あると言えよう。
　　　　　　　　　　　　　　　皿
　AChance　Acquaintance（29）はTheir　Wedding／burneyと同様に，旅の進
行と平行してプロットが展開する形をとりながらも，ハウエルズがはじ
めてアメリカ的性格の創造に専念した作品として重要である。物語は前
作に登場したアメリカ娘キティと彼女に同行するいとこエリスン夫妻
が，ナイアガラからケベックまでの旅の途中で経験する出来事が中心に
なっている。キティはSaguenay川を遡る船上でボストン出身のMiles
Arburtonと知り合う。彼の不注意からミセス・エリスンが脚を挫いた
ことがきっかけであった。青年は西部の連中と道連れになった不運を嘆
きながらもケベックに留って夫人の怪我の回復を待つことになる。その
間に彼はキティの存在を意識するようになり求婚する。しかしアーバト
ンが知人のボストンの婦人たちの前でキティを無視するような態度をと
ったために，彼女はこの申し出を拒む決心をする。
　7keir　rveddingJournayで船客の一人として登場したキティは，旅の途
中で目に映るアメリカの風景のひとこまとしてマーチ夫人に新鮮な驚き
を与える。夫人に強い印象を与えたのはキティが他者に対する信頼と同
時に自己信頼を併せ持ち，西部育ちながら聡明で洗練されていることで
一115一
シャーロット・エヴァンズとキティ・エリスン（武田）
ある。夫人とキティが東部と西部のコントラストを成し，キティの性格
も西部の要素と東部の特質をあわせ持ち，それ自体が複合体となってい
る。AChance、Acquaintanceはこのコントラストを引き継いでいる。ヨ
ーロッパの色彩濃いケベックを舞台にアメリカ人によるドラマが演じら
れる。ドラマの中心人物は対照的である。アーバトンは財産・家柄・教
養・作法・趣味を身につけたボストンの青年であるのに対し，キティは
経験に乏しいが高い理想と魅力的な個性を持つ西部の娘である。
　キティの物語はこのようなコントラストの世界における自己確認の旅
の物語である。現実との接触による夢と理想の崩壊から精神的成長への
道を辿る彼女の旅は，ケベックでの自己確認を果たした後，西部への帰
還で完結する。作者はこの物語を書き進める上で，提示部においてキテ
ィの背景を入念に描いている。彼女の理想化された世界像は，奴隷制に
反対し，自由と平等を最高の価値と考える父親やおじの影響によって形
成された。奴隷制廃止論者たちのボストンに対する幻想を受け継ぐキテ
ィは未だ見ぬボストンを理想化している。彼女にとってアーバトンとの
出会いは，その理想を確認する機会であったが，その期待は無残にも打
ち砕かれ，逆に自身の真の姿　　ボストンの世界には受け容れ難い異質
の存在であることを認識するにいたる。
　キティはアーバトンの求婚を拒む決心をしたとき，旅行中，エリスン
夫人から借りていた美しい衣裳を自分のものと替えることにする。
＿she　determined　that　her　first　stroke　for　truth　and　sincerity
should　be　most　sublimely　made　in　the　return　of　Fanny’s【Mrs．
Ellison’s】things，　and　rigid　fidelity　to　her　own　dresses．〔30｝
それは彼女にとって「良心の問題」‘31）であり，彼女本来の姿を評価して
もらいたいという強い衝動によるものであった。仮りの，偽りの姿を装
い続けることの後めたさ，真実に対して誠実でありたいという意識を示
す選択である。
　ジェイムズはこの作品の連載が続いていた1873年4月25日付の妹
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Alice宛の書簡の中で，ハウエルズについて，「こんなに素晴らしい技量
がありながら，もっと大きく世界を捉えることはできないものか」（32）と
述べている。ジェイムズのこの言葉は，肉眼で捉えたアメリカの空虚な
風景を描写するハウエルズに対する苛立ちの表明である。その後，出版
されたばかりのこの作品の読後感をハウエルズ本人に書き送った同年9
月9日付の書簡では，先の書簡の調子は一変する。一本にまとめられた
形で読んだ方がこの作品のよさがわかること，背景よりも人物がよく描
けていること，この作品によってハウエルズが物語作家の地位を確かな
ものにしたことを述べた後で，キティについてジェイムズは次のように
評している。
The　successful　thing　in　Kitty　is　her　completeness：she　is　singularly
palpable　and　rounded　and　you　couldn’t，　to　this　end，　have　imagined
anything　better　than　the　particular　antecedents　you　have　given　her．
So！In　the　House　of　Fable　she　stands　firm　on　her　little　pedestal．c33）
この評言では，それまでのジェイムズにみられたハウエルズの欠点を強
調する姿勢が影を潜め，長所を素直に認めるものに変化している。とり
わけキティ像に対する強い関心が注意を引く。ボストンに対する憧れを
はぐくんだ彼女の背景を十分に書き込んだことにより彼女の行動に説得
力が生まれ，平板な性格で終ることから救っている点を評価している。
さらに彼は，ハウエルズのA」Foregone　Conclusion（1875）についての二
編の書評34）においても再度この作品，とりわけキティに言及している。
Cornelia　P，　Kelleyによれば，その調子には“ahint　of　envy”が籠められ
ている〔35）。これらのことは，シャーロット像が，今日，われわれがジェ
イムズの国際小説のヒロインと見倣すものの先駆者であることを作者自
身，明確に認識していなかったことをなによりも裏付けるものである。
7he　Nationの1875年1月7日号掲載の書評でジェイムズは，ハウエルズ
のアメリカ娘の特質を次のように述べている。
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Not　the　least　charm　of　the　charming　heroines　he　has　already
offered　us　has　been廿leir　delicately　native　quality．　They　have　been
American　women　in　the　scienthic　sense　of　the　term，　and　the　au出or，
intensely　American　in　the　character　of　his　talent，　is　probably　never
so　spontaneous，　so　much　himself，　as　when　he　represents　the
delicate，　nervous，　emancipated　young　woman　begotten　of　our
institUtions　and　our　cl㎞ate，　and　equipPed　with　a　lovely　face　and　an
irritable　mora1　consciousness．（36｝
ジェイムズはキティがハウエルズの生み出した正真正銘の　　「敏感な
道徳意識を備えた，美しい」アメリカ娘であることを認めている。
　ブリックステットが指摘する“Travelling　Companions”との類似以上
に，AChance　Acquaintanceはジェイムズの『ある婦人の肖像』にその
姿を留めている。ブリックステットによれば「キティはイザベル・アー
チャー的な人物へと発展していく可能性を秘めている」〔37）のだが，両作
品はヒロインだけでなく，構造，内部パターンにおいても酷似している。
イザベルの物語もまた自己確認の旅である。彼女の周囲には心を開いて
話し合える友　　ficellesがいる。キティにとってはミセス・エリスン
がその機能を果たす。アーバトンとは異質の存在としての自己認識と彼
の求婚に対する拒否の理由もすべて夫人に対する報告の形をとる。そし
て何よりも重要であると思われるのはキティが本来の自分の姿に戻るべ
く夫人からの美しい借着を返して自分の日常着を身につけることであ
る。このキティの考えは，イザベルがMme．　Merleと人間の殻・衣裳に
ついて交わすよく知られた会話へと連なっていく。
“＿When　you’ve　lived　as　long　as　I【Mme．　Merle】you’ll　see　that
every　human　being　has　hls　shell　and　that　you　must　take　the　shell
into　account．　By　the　shell　I　mean　the　whole　enveldpe　of
circumstances．　There’s　no　such　thing　as　an　isolated　man　or　woman；
一118一
シャーロット・エヴァンズとキティ・エリスン（武田〉
we’re　each　of　us　made　up　of　some　cluster　of　appurtenances．　What
shall　we　call　our‘self’？．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
1　know　a　large　part　of　myself　is　in　tihe　clothes　1　choose　to　wear．1’ve
agreat　respect　for　things！One’s　self．．．　is　one’s　expression　of　one’s
self；and　one’s　house，　one’s　fumiture，　one’s　garments，　the　books
one　reads，　the　company　one　keeps－these　things　are　all
　　　　　　ロ　　　　　　　
expresslve．．．．．．．．．．．“．．．．．．．．．．9◎．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
“Idon’t　agree　with　you＿．　I　don’t　know　whether　I　succeed　in
expressing　myself，　but　I　know　that　nothing　else　expresses　me．
Nothing　that　belongs　to　me　is　any　measure　of　me；everything’s　on
the　contrary　a　limit，　a　barrier，　and　a　perfectly　arbitrary　one．
Certainly　the　clothes　which，　as　you　say，　I　choose　to　wear，　don’t
express　me；and　heaven　forbid　they　shouldド
　　　“You　dress　very　well，”Madame　Merle　lightly　interposed．
　　　“Possibly；but　I　don’t　care　to　be　judged　by　that．　My　clothes　may
express　the　dressmaker，　but　they　don’t　express　me．　To　begin　with
it’s　not　my　own　choice　that　1　wear　them；they’re　imposed　upon　me
by　society　
　　　“Should　you　prefer　to　go　without　them？”【38）
年令を重ねるにつれ身に積る“some　cluster　of　appurtenances”
「住居や家具や衣裳や愛読書や交際仲間」はすべて我々自身を表現する
ものだというマダム・マールに対して，イザベルは人間の殻はその人の
本質を表わすものではないと考える。身に積った附属物はその人間の真
の姿を示すものではなく，むしろ爽雑物であるから，余分のものを剥ぎ
落としてありのままの自分でありたいと考える。キティにおける外観と
本質の問題はイザベルにおいてはさらに進展して存在の核にまで達する
問題となる。彼女にとっては外観はどうでもよいのである。イザベルと
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マダム・マールの考え方の相違は，マダム・マールの生活の場であった
ヨーロッパ社会の豊かな外観とイザベルが成長期を過したアメリカ社会
の空虚な風景の違いから生じているのである。目に映る細部に乏しい世
界では，自己の内面・自己の本質を凝視するようになるのは必然の結果
である。イザベルの考え方は“the　essential”と“the　superfluous”と
を識別することの重要性を強調するシャーロットの考え方‘39’がより進
展した形で現われたものと言えよう。
　以上のことから，ジェイムズとハウエルズは交互に相手の作品から刺
激を受けてそれぞれのアメリカ娘を生み出したことは明らかである。ハ
ウエルズはキティ以後，AForegone　ConclusionのFlorida　Vervain，　The
Lady　of　the　4roostookのLydia　Bloodを生み出した。彼女たちがさらにガ
ートルード，デイジィ，そしてベッシイの登場を促したとケリーは断言
している。（4ωハウエルズはジェイムズを評して「アメリカ娘の生みの親」
と言ったが，ジェイムズの初期の作品に限って言えば，彼をこの道に向
わせたのはむしろハウエルズ自身であったと言うべきであろう。
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